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ＳＧＣ－２２形 ＧＰＳ時刻修正ユニット 取扱説明書 

 
 
概   要 

本装置は、GPS 衛星からの時計データを受信し、正確な時刻を表示するとともに、外

部機器の時計を補正するための接点を出力します。 

 

構   成 

      GPS アンテナ 

 

 

                               接点出力（3 回路） 

                               RS485、LAN 出力 

                               PPS 出力 

                               制御電源（DC24[V]）     

 

 

設 置 場 所      

本装置は上記構成のように GPS アンテナを使用しているため、衛星を捕捉し易い

場所にアンテナを設置する必要があります。 

アンテナは地面に垂直にかつ仰角５度以上の全周にできるだけ遮蔽物のない見通しの

良い屋外に固定して設置して下さい。 

（詳しくは、巻末の図面［図番：B202093］をご覧下さい。） 

 

仕   様 

１．入  力      GPS 衛星からの時刻データをアンテナより受信。 

２．接点出力   校正パルス 

① 出力ｃｈ数 ３ｃｈ 

② 出力形態  半導体ﾘﾚｰ（AC/DC100[V] 0.001[A]～0.1[A]） 

③ 出力信号名 1ch（1CA，1CB） 

   2ch（2CA，2CB） 

   3ch（3CA，3CB） 

④ 出力時間  500[ｍｓ] 

３．RS485 出力  シリアル信号。 

① 通信ポート  H1 485，L1 485 

② PPS 出力ポート H2 485，L2 485 

③ 通信手順    無手順 
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④ 通信速度  9600[bps] ストップビット１、パリティなし 

⑤ 伝送フォーマット データ長：２０byte データ：ASCII コード 

    チェックサム：2～7 のデータの排他論理和。 

    １．[ヘッダ]    １byte；＄ 

    ２．[西暦年]    ４byte； 

    ３．[月]    ２byte； 

    ４．[日]    ２byte； 

    ５．[時]    ２byte； 

    ６．[分]    ２byte； 

    ７．[秒]    ２byte； 

    ８．[区切り]   １byte； 

    ９．[チェックサム(上位)]  １byte； 

    10．[チェックサム(下位)] １byte； 

 11．［CR］   １byte；CR 

    12．［LF］   １byte；LF 

４．Ethernet 通信 

① 通信規格  IEEE802.3u(物理的仕様) 

② 伝送路形式 100BASE-TX(全二重/固定) 

③ 伝送媒体  ツイストペアケーブル 

④ 媒体アクセス方式 CSMA/CD 

⑤ 伝送速度  100[Mbps] 

⑥ MAC ヘッダ Ethernet V2.0(DIX フレーム) 

⑦ 伝送プロトコル TCP/IP 

⑧ SNTP サーバー SNTP フォーマット準拠 

 

５．出力インターバル 

任意／1[ｓ]／0.5[ｈ]／6[ｈ]／12[ｈ]／24[ｈ] を切替 SW による選択方式。 

任意；任意に設定する時刻に校正パルスを出力します。 

1[s]；1 秒間隔で校正パルスを出力します。 

0.5[h]；0:30，1:30，2:30，…23:30 に校正パルスを出力します。 

6[h]；0:00，6:00，12:00，18:00 に校正パルスを出力します。 

12[h]；0:00，12:00 に校正パルスを出力します。 

24[h]；0:00 に校正パルスを出力します。 

  

６．時計機能  GPS 衛星が捕捉出来ない場合は内部時計により時計を更新します。 

   （内部時計の精度；±１[秒]／[日]） 

   （GPS 捕捉時の精度；±1[ms]） 
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７．一般仕様 

① 制御電源 DC２４[V]±4.8[V] 2.5[VA] 

② 耐電圧 制御電源：筐体間       AC５００[V] １分間 

接点出力：筐体間 

接点出力回路相互間 

  

③ 外形寸法 ６７.４[ｍｍ]（W）×１０６[ｍｍ]（H）×１３７[ｍｍ]（D） 

④ 重  量 ９００[ｇ] 

 

8．付属品   

① LAN コネクタ保護キャップ    １[個] 

② GPS アンテナ・取付金具    １[式] 

③ アンテナケーブル 長さは御指示による  １[本] 

④ BNC 変換アダプタ     １[個] 

⑤ BNC 変換ケーブル     １[本] 

 

 

９．予備品 

① ヒューズ１[A]     ２[個] 

 

AC1500[V] １分間 
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操   作 

設置に当たって 

①  アンテナの接続 

本体前面の“GPS 入力”にアンテナケーブルの BNC コネクタを差し込んで下

さい。 

② 制御電源の接続 

本体前面上部の“＋－”の端子に DC２４[V]を接続下さい。“E”は接地線を接

続下さい。 

③ 出力線の接続 

接点出力は１CA，１CB～３CA，３CB に接続下さい。 

RS485 出力は H1 485，L1 485 に接続下さい。 

PPS 出力は H２ 485，L2 485 に接続下さい。 

   

電源の立ち上げ 

接続が終了したら、本体前面の電源 SW を“入”側に投入して下さい。電源 LED

 （赤色）が点灯します。  

正常に電源が立ち上がると、セグメント LED６桁に現在時刻（時分秒）を表示し、

 “日付（LED）”“時刻（LED）”は消灯しています。（時刻表示モード） 

時刻表示モードで“設定”を押すと“日付（LED）”が点灯して入力モードになります。 

    

校正出力の切替 

本体前面の校正出力切替 SW で校正パルス出力の出力タイミングの設定を行います。 

各出力タイミングは仕様（５．出力インターバル）の欄を参照下さい。 

出力インターバルで任意を選択した場合 

次の手順で時刻（時と分）を設定して下さい 

① 前面の“設定”を押します。（入力モード）“時刻（LED）”が点滅しセグメント

LED6 桁には設定前の時刻が表示されます。 

② “増加”を押すと時の桁が“0～23”に変化しますので設定したい時に合せ、

“設定”を押します。（→時決定）上記操作で分の桁のセグメント LED が点滅

します。 

③ “増加”を押すと分の桁が“0～59”に変化しますので設定したい分に合せ、

“設定”を押します。（→分決定） 

 この時、“時刻（LED）”が消灯します。（→任意時刻設定終了） 
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内部時計の時刻設定 

衛星捕捉前に本体の内部時計を設定する場合は以下の手順でお願いします。 

校正出力切替 SW が任意以外の時に限ります。 

  

① “ 設定”を押すと“日付（LED）”が点灯し（入力モード）、セグメント LED

の年（桁）が現在の年を表示します。 

② “ 増加”を押すと年の桁が 00～99（西暦 2000 年～2099 年）に変化し

ますので、設定したい年になったところで“設定”を押します。 

 （→年決定）月の桁が点滅します。 

③ “ 増加”を押すと月の桁が 01～12 に変化しますので、設定したい月にな

ったところで“設定”を押します。（→月決定）日の桁が点滅します。 

④ “増加”を押すと日の桁が 01～３１（月に対応）に変化しますので、設定し

たい日になったところで“設定”を押します。（→日決定） 

        “日付 LED”消灯、“時刻 LED”点灯、時の桁が点滅します。  

⑤ “増加”を押すと時の桁が 00～23 に変化しますので、設定したい時になっ

たところで“設定”を押します。（→時決定）分の桁が点滅します。 

⑥ “増加”を押すと分の桁が 00～59 に変化しますので、設定したい分になっ

たところで“設定”を押します。（→分決定）“時刻 LED”消灯。 

 （→時計設定終了）時刻表示モードに。 
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